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司馬牛が「仁とは何でしょうか」と尋ねました。孔子が答えるには、「仁者というのは言葉

がスラスラ出ない人、考える人」と答えました。司馬牛がそれを聞いて「ただ口ごもる、

言葉がスラスラ出ない人というのを仁者というのでしょうか」と納得しないでそう尋ねた

ので、孔子は「仁というのは実践するのは大変難しいのだから、軽々しく発言など出来る

訳がない」という返事をしました。この裏にあるのは、孔子からみると司馬牛という人は

軽はずみに言葉を出し、そそっかしいので、もう少し控えなさいという含みがあります。 
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司馬牛が「君子とはどういう人物か」と尋ねましたら、孔子は「君子は禍が来ても憂えた

り、恐れたり、心配したり、怖がったりしない」と。司馬牛がこれを聞いて「ではそうい

う事をしない人物が君子だというのでしょうか」と言葉尻だけをとらえて反問しました。

孔子は答えて、「自分で反省して、やましい事がなければ、何を心配したり怖がったりして

いるのか、何も恐れることはない」と答えました。 
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司馬牛の兄が、昔、孔子を殺そうとした事があります。孔子の前に出ると自分の兄が悪さ

をしていたから氣持ちが穏やかではない。司馬牛が「誰でも兄弟はいるが、私にはいない」



 

 

と言いました。子夏が慰めて「人の死生は天命、富貴や地位というのは天が与えてくれる

ものと申します。君子というものは慎み深くいつも人と付き合うのに恭しい態度で礼義を

尽くしている人だから、天下皆兄弟のように接してくれる。だから兄弟がないという事を

憂えてはいけない」と。裏にあるのは、兄弟のしたことの痛みを胸に感じると思っている

だろうが、自分がやった事のように思って控えめにするというのはしないでよい。兄弟が

したことは自分には関係ないと思って胸を張って生きて行った方が良いですよ、そう思い

なさいと慰めているところです。 

 

 

 

【六】【六】【六】【六】子子子子
し

張張張張
ちょう

、、、、明明明明
めい

をををを問問問問
と

う。う。う。う。子子子子
し

曰曰曰曰
いわ

く、く、く、く、浸潤浸潤浸潤浸潤
しんじゅん

のののの譖譖譖譖
そし

り、り、り、り、膚受膚受膚受膚受
ふ じ ゅ

のののの愬愬愬愬
うった

え、え、え、え、行行行行
おこな

われざるをわれざるをわれざるをわれざるを明明明明
めい

とととと謂謂謂謂
い

うべきうべきうべきうべき

のみ。のみ。のみ。のみ。浸潤浸潤浸潤浸潤
しんじゅん

のののの譖譖譖譖
そし

り、り、り、り、膚受膚受膚受膚受
ふ じ ゅ

のののの愬愬愬愬
うった

え、え、え、え、行行行行
おこな

われざるをわれざるをわれざるをわれざるを遠遠遠遠
えん

とととと謂謂謂謂
い

うべきのみと。うべきのみと。うべきのみと。うべきのみと。    

    

子帳が「明（賢い・騙されないというものの総称）とはいかなるものですか」と尋ねまし

た。孔子は「浸潤の誹り、膚受の愬え」と答えました。浸潤の譖りとは他人の中傷です。

知らず知らずの内に、なんとなく相手を悪く思わせる。膚受の愬えは、今でいえばオレオ

レ詐欺です。びっくり仰天をさせて物を考える暇も与えず相手を信じ込ませてお金を出さ

せる。無実の訴えという風な言い方にもなります。 

じわりじわりと他人を中傷していき、自然と信じ込ませて、びっくり仰天をさせられて騙

されたりという風な状態になった時に、相手の話を見抜く。そういう力を持っているもの

が「明」という。 

そういうものに騙されてしまう人間は世の中には多いけれども、遠くを見通してそこら辺

を見抜く力、見識をもっているものを遠（えん）という。遠くまで見通す力、この話はど

うもおかしいけれども、大局から見てちょっと変だという気持ちが持てるようになったら

「遠」という力を持っていると思って良いでしょう。 

行われざるというのは目先、今現実に行われていること。今騙され掛かっているというの

を見抜くのが「明」。「遠」は先々騙されるような、今じわじわ始まっている先の感覚。時

間差です。 

 


